
























国立歴史民俗博物館 教授 田 口 勇
日本に鉄は稲作とほぼ同じ時期,紀 元前4世 紀 あった綱木 ・大篭遺跡(/6,7世 紀)な どがある。
頃,北 九州に渡来した。現在までのところ,日 本 東北地方の江戸時代のタタラ製鉄場はとくに燗屋
で最古の鉄器は,曲 り田遺跡(福 岡県,縄 文時代 とよばれ,他 と違った優れた技術をもち,同 時代
後期)か ら出土した鉄斧である。その後日本では,末 の先駆的な洋式熔鉱炉の技術の導入と確立につ
大陸から輸入された鉄誕(鉄 の薄板状素材)を 道 ながった。なお,東 北地方の刀匠の中には現在で1
具や武器に二次加工すること,す なわち鍛冶のみ も独自にタタラ製鉄を実施し,砂 鉄から刀の鉄素
が行われたとされている。最古の鍛冶炉は赤井手 材を得ている。
遺跡(福 岡県,弥 生時代中期)か ら出土している。 従来,鉄 には錆の問題があり,鉄 の歴史は他の
日本で鉄を還元 して造った最初の証拠は製鉄潭 金属,金 銀,銅 などに比較して解明が進んでいな
(スラグ)の 出±であり,潤 崎遺跡(北 九州市)か った。 しかし,/9ア9年 稲荷山古墳(埼 玉県行田
からで5世 紀後半とされている。また最古の製鉄 市)か ら出土した鉄剣(現 在,国 宝)のX線 透過
炉は6世 紀後半から ア世紀前半にかけて大蔵池南 測定結果からりり5個の金象嵌文字が発見され,解
遺跡(岡U」 県)な どから出土している。 読され,従 来不明であった日本の古代(5世 紀)
紀元前4世 紀に鉄が渡来してから1000年 余 り が明らかにされて以来,鉄 は注目を集め,研 究が
も日本で鉄製造がなかったということは考えにく 盛んになった。
いが,証 拠が見いだされていない。鉄の歴史の謎 鉄についての分析化学的な研究は,出 土(一 部,
の りつである。日本は次第に独自の,砂 鉄を原料 伝世)し た,鉄 器,鉄 潭,原 料(砂 銑 鉄鉱石),
としたヲクラ製鉄法を確立していく。砂鉄を原料 炉体,木 炭などについて,主 として産地,製 法,
とした製鉄法を主体とした国は日本以外にはな 年代を明らかにすることを目的としている。 しか
く,日 本はカナダ,ア ルゼンチンなどとともに砂 し,こ うした文化財は原則として非破壊で分析し
鉄が豊富であることがその理由とされる。 なければならず 試料を採取できる場合でも全体(
9タ ラ製鉄の遺跡は現在,全 国で10000箇 所以 を損わないようにごく微少量に限定される。以上
上ある。地面に径絢400mの 穴を掘り,粘土で高さ から,鉄 は分析化学的には非常に困難な対象であ
約/mの 炉を造り,その中に砂鉄と木炭を入れ,る と言わざるをえない。従って,最 新の分析化学
ふいごなどで送風して燃焼させ,砂 鉄を還元し,の 方法と装置を総合的に適用する勘要がある。
澤と分けて,鉄 を得た。このタタラ製鉄法は江戸 今回,本 研究所の材料プロセス評価学研究部門
時代に入り,大 規模になり,高 殿ヲタラとして完 において微量分析を対象として研究する機会を得
成するが,同 時代末に洋式高炉が導入されると急 たので,高 感度で高精度の微量化学分析法を研究
激に衰微した。 開発し,そ の方法を基礎としてさらにかねてより
東北地方には製鉄遺跡は特に多いが,ま だ分析 の懸案であった,古 代などの鉄試料の解明するこ
化学的に十分研究されていない。本研究所の近く とにした。鉄試料はまず国立歴史民俗博物館でX
にも多賀城に鉄製の武器を提供したと考えられて 線CTス キャナーで全体を撮影して記録し(非破
いる柏木遺跡(8世 紀),キ リシクンが鉄造りした 壊),分析箇所を決定する。微少量試料を採取し(破
ことで知られている,仙 台藩の大規模な製鉄場で 壊),樹 脂に埋め込み,研 磨し,蛍光X線 分析装置
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で主元素を分析する。また,別 の微少量試料を取 るウルボスピネル,イ ルメナイト,フ エロシュー
り,微 量元素を目的として本部門と共同で化学分 ドブロツカイトなどの種類と形状は炉内状況を示
析する。また,研 磨した試料をX線 マイクロアナ す。上記の大篭遺跡から出土した試料には高温度
ライザー付きの電子顕微鏡で観察し,内 部の化合 域生成物であるフェロシュードブロツカイトが多
物,ミ クロ組織などを調べる。この微量分析法は 数検出されており,ク クラ炉は高温で操業されて
重要である。これまでは〔P性子放射化分析法など いたことを示す。鉄中に巻き込まれたかまたは生
が使用されたが,本 研究所での基礎的検討結果な 成された化合物も同様に製鉄における炉内状況や
どから,高 感度 ・高精度分析の可能性がある誘導 原料(チ タンを含めば砂鉄)な どを示す。大篭遺
結合プラズマ炎質量分析法(ICP・MS)を 新たに 跡からの出土鉄塊にはチタンを含む,球 状の酸化
採用 して分析することにした。さらに,分 析化学 物系介在物が見出されており,海 綿鉄ではなく,
的な研究を実施 し,前 処理法としてレーザー ・ア 溶銑化 して造られたことを示す。
ブレージョンを用い,コ ンタミネーションを避け,も う つの研究対象である年代につ いて述べ
迅速に分析できるようにした。 る。現在,歴 史試料の年代はすべて,同 時に出土
鉄試料の産地と製法の研究はまさに微量分析が した土器の形式分類を基本とした考古学的方法で
活躍する場である。産地特有の微量元素とその化 決定される。分析化学的な年代決定法としては放
合物を分析 し,産 地を決定し,砂 鉄,鉄 津,鉄 器 射性炭素法が著名であるが,本 格的に採用される
間の同一性を調べ,古 代などの製鉄方法を推定す には至っていない。 しかし,鉄 を対象とした分析
る。なお,出 土試料としては,圧 倒的に鉄津が多 化学的な年代測定法の研究開発は強く要望されて
いので,こ れまでの鉄の歴史の研究ではこの鉄澤 いる。鉄器の年代は本炭で還元されていることに
による研究が多い。一方,鉄 器そのものを用いた 着目し,炭 の年代を決定し,鉄 製造の年代も同様
研究は分析化学的に困難で,こ れまでは少なかっ として決定する。また,鉄 澤や炉材とともに木炭
た。 が出土することが多いので,そ の木炭の年代を決
国立歴史民俗†専物館ならびに本研究所での基礎 定して鉄潭と炉材の年代とする。
的検討結果などから,指 標微量元素としてTi,v本 研究所での研究で新たに確立 した分析方法に
などを選定 した。特にTi/vで 日本国内の鉄津を よる東北地方の鉄の歴史の詳細な解明は一部,国
分類し,分 布図を作成 し,東 北地方の特徴として 立歴史民俗博物館で継続する予定であるが,こ れ
Ti/vが 高いことを見いだ した。上述の柏木遺跡 までの結果から,す でに高チクンの砂鉄を原料と
は下記のように40近 辺で,福 島県では200近 辺で した,高 い技術水準の製鉄法が存在していたこと
最高値を示 し,さ らに西に進むと,次 第に低くな が見いだされている。最後にこのような貴重な機
り,山 陰,北 九州で最低となる(5近 辺)。このTi/会 を与えていただきました本研究所の広川教授を
Vは 産地を特徴的に示すばかりでなく,原 料であ はじめとして,ご 関係の先生方および職員の皆様
る砂鉄,排 出される鉄澤,製 品である鉄器に共通 に心からお礼を申し上げます。
することを,タ タラ製鉄法の再現実験を実施 し,
解析 して,明 らかに した。なお,柏 本遺跡で出土
した鉄津はTi/vで44を 示し,一方,多 賀城跡で









庄 野 安 彦
本所の高温超伝導研究の現況について書くよう 又,こ れとは別に超伝導材料開発施設の専門委
に編集委員からの依頼であるが,考 えてみれば早 員会である超伝導研究推進委員会を中心に所内の




なインパク トを与えた。本所もまたその例外では 一,二 紹介する。
なく,多 数の研究室がそれぞれ最も得意とする手 ます先進i材料に匹敵する高Jcを 記録したCVD
法を用いて一斉に研究を開始し,そ の〔Pから自然 法によるY系 酸化物の配向薄膜について,そ のピ
発生的な協力関係が生れて良い成果をあげること ニング機構が介在するCuO析 出物によって説明
ができたのは幸いであった。目ぽしいものを拾っ できることを,SEM観 察およびモデル計算によ
てみても/987年3月 の早い時期に90K超 伝導体 り明らかにしたことがあげられる。新物質として
YBa2Cu30,の 合成 とその高分解能電子顕微鏡 に は,層 状構造酸化物のPb系 でPbBaSrYCu30,の
よる原子像の直接観察,ハ イブリッドマブネ、yト 構造を確定 し,Yを 一部Caで 置換することによ
を用いた強磁場下の超伝導特性,特 にHc、 の測 りTc～50Kの 超伝導体が得られた。新 しい構造
定,合 金テープの酸化処理による線材の作製,高 はCavaた ちの発 見 したPb,Sr2YCu308構 造 の
JcCVD薄 膜の作成などがあげられる。これらの研PbO℃u-PbOブ 【コツクからPbO1層 が欠けた形
究の推進には,中 核 となった超伝導材料開発施設 をとることが確かめられている。
と立木教授をはじめ理論グループのリーダーシッ これらの所内の研究を円滑に進めるため,研 究
ブに負うところが大きかった。 連絡,情 報交換の場として498ア 年3月 に超伝導懇
その後酸化物高温超伝導の研究は,発 見当時の 話会が発足 し・1年 のうちに15回 の会合 を開い(
熱狂ぶりこそ影をひそめたものの,発 現機構の解 た。その後/988年3月 に全学の横断組織である
明のための基礎的研究から,実 用化を目指した工TURNSり9(代 表者武藤教授,本 年4月 から立本教
学的応用研究に至るまで,研 究所の特徴を活かし 授に交替)が 結成されると共に懇話会は発展的に
た幅広い分野で着実な研究が進められている。こ 解消したが,現 在も本所が中心となっていること
れらの研究を進める上で文部省科学研究費の重点 に変りはない。新しい物質 ・現象の発見や重要な
領域研究は大きなウエイトを占めている。本所で 成果を中心に,笛 回数名の講師に話題を提供 して
は物理班(研 究代表者武藤教授)に 武藤,深 瀬,頂 き,現 在でも30名 以上の熱心な参加者がある。
立木,平 賀,福 田,藤 森,庄 野の ア研究室が,化 これは又,超 伝導 ・低温関係の国際学会や,ア メ
学班(代 表者東理大笛木教授)に 広川,小 松,平 リカ物理学会,MRSな どの出席者から,世 界的な
井,山 ロ(貞)の4研 究室が,又 工学班(代 表者千 視野での研究動向について情報を提供 していただ
葉工大原教授)に は増本,花 田の2研 究室と超伝 く場となっている他,外 国からの来訪者や非常勤









平 賀 賢 二
はじめに もつ正20面 体対称をとっており,正20面 体準結
自然界にしば しば見ることができる5回 対称 晶あるいは3次 元の準結晶と呼ばれている。
(正5角 形対称)は,周 期構造をとる結晶には原(2)正/0角 形準結晶(decagonalquasicrysta1)
理的に存在しえないものである。そのため,/984液 体急冷Al-Mn合 金 で生成 した正20面 体 準
年液体急冷Al-Mn合 金で見いだされた5回 対称 結晶を約500℃ で焼鈍すると,2次 元平面内で正
の電子回折パターン(シ ャープな回折点でできて/0角 形対称の準周期構造をとり,そ れに垂直方向
いる)は,固 体物理研究者に衝撃を与えた。この に周期構造をとる,2次 元の準結晶に変態する。
非周期構造でありながら長距離の規則性をもつ新 これを正10角 形準結晶あるいは2次 元の準結晶
しい構造群は準結晶(quasicrystal)と 呼ばれ,理 と呼んでいる。A1-Mnの 場合にはより高い温度
論,実 験の両面から多くの人々によって研究が進 で焼鈍すると安定相である結晶に変態する。
められてきた。国内においては,科 研費の総合研(3)ペ ンローズ格子
究に引き続き昭和63年 度から3年 間重点領域研 準結晶の回折パターンは,多 次元空間の周期格
究費が認められ,本 所では,増 本研が準結晶合金 子を低次元空間に投影して作られるペンローズ格
の探索,安 定性の研究,わ たくしが高分解能電子 子(非 周期格子)で よく説明される。正20面 体準
顕微鏡像による構造の研究で参加 している。ここ 結晶は6次 元超立方格子を3次 兀空間に投影して
では,金 研における成果を中心に,準 結晶研究の 作られる3次 元のペンローズ格子で,2次 元の準
現状を述べてみたい。 結晶は5次 元の超立方格子を2次 元平面に投影 し
た2次 元のペンローズ格子で,理 論的に説明され
基礎知識 ている。
ます,以 下の記述を読むための基礎的な事柄を 正20面 体準結晶において,6次 元超立方格子と
述べておく。 して単純格子の消滅則をとるp型 と面心格子 の
(/)正20面 体 準 結 晶(icosahedralquasicrys一 消滅則をとるf型 の2種 類の正20面 体準結晶が
tal)見 いだされている。
Shechtman等 が液体急 冷Al-Mn合 金 で見い
だした準結晶は,3次 元的には,6本 の5回 対称 準結晶合金の探索
軸と り0本および15本 の3回 および2回 対称軸を 非晶質合金の研究の経験をもとに,票,井 上を
一5一
中心とした増本研のグループが準結晶の探索に精@
● ■ ・ ● 。
力的に取り組み,以 下に示す多くの合金系で正20
面体および正/0角 形準結晶を発見してきた。"rt"
　 り 　 ロ ロ 　 の 　
正20面 体 準 結 晶 、.。.■.・...
A工一(Si,Ge)《Mn,Cr)。 ・ ・ ■ li・'●.・ 。 ・'、.・
Al-Cu-V(熱 処 理 で 非 晶 質 か ら 準 結 晶 に 変 態)＼ ●.'一.・i「,』 。.".'
コ ロ な 　 　 サ
Al-Cr(Cr,Mn,1聾 …)● ・o.■ ・塵● ・● ・ ・ ● ・ ■
ロ リ リ る ヤ コ
Al-Ni-Re.'.'.."e「i、1.'..'.
Al-Pd-(Cr,W,Mo,.M,.., 一.,,..nReFe,Ru,Os)… ● ・ ・.ゼ ・ …
正/0角 形 準 結 晶.●.・.・ ■ ■・.・.●
Al-Cu-Co,.....


















菊池線は5回 対称を明確に示 している・このよう ・br騰
な菊池線の観察は高品位の準結晶の発見によって
は冒灘 蕪 雛 玉
卜_鞭 ㌧`
(単結晶と同様な意味)の 外形が正12面 体(正20・
鎌 繍 驚墓欝 雲駈
かの重要な朋 を与えてくれた・例え1よ 液体急2図Al .F,.C。 準結晶碇 査型電纈 微鏡像
冷Al-Cu一 遷移金属系で遷i移金属をTiか らCoま
一6一
で周期律表にそって変えると,Ti,vで は非晶 んでいるため,多 重散乱の影響が少なく,広 い範
質,Crか らFeま で正20面 体準結晶,Coで 正 り0囲 で均質な像が得られている。この像は5回 軸に
角形準結晶,Niで 結晶と,連 続的に変わることを 投影 した原子配列を正確 に写 し出した像で,従 来
見いだした。さらに,非 晶質の液体急冷A1-Cu-Vの 高分解能像では低い分解能のため議論できなか
合金は高温で熱処理することにより準結晶が生成 った準結晶の原子配列の知見を与えるものであ
し,周 期律表の縦の列のFe,Ru,OsのAl℃u一 る。詳細な議論はここではできないが,像 の中に
遷移金属合金では安定相として正20面 体準結晶 見られる,明 るいリングとそれを囲む10個 の明る
が生成されることを見いだした。 い点で作らRた コントラストは,正20面 体対称を
これらの一連の研究を通 して,液 体急冷法で生 もつ原子クラスター(/37の 原子でできている)で
成する準結晶は価電子濃度e/aが/。6-/。8の ある。この像から,準 結晶は正20面 体対称の原子
範囲で,安 定準結晶は常にe/a一/。75の 近傍で クラスターが3次 元空間をある規則的関係で充填
生成する,Hume-Rothery則 に従う電子化合物 した構造であることがわかる。原子クラスク 内
、 で理解できることを明らかにした。これらの経験 の原子の座標は3次 元のペンローズ格子で説明さ
則を基 に,さ らにAl-Pd-Mn合 金系で安定な正 れると共に,原 子クラスターの配列も密接にペン
20面 体準結晶を見いだ している。 ローズ格子と関係しており,多 次元周期格子から










対称の存在を明確にした。また,高 分解能格子像 見,実 空間の構造の知見を得ることができる高分
のコントラストは3次 元のペンローズ格子の幾何 解能電子顕微鏡法の利点を生か した準結晶の構造

















東北大 ・金研 金 子 武 次 郎
/.は じめに り2:20昼 休み
ここ10数 年間の高圧力下物性物理及び金属学
の飛躍的進展によって,こ れらの研究分野におい 〔磁 性〕 座長 山口(東 北大金研)
て,圧 力も温度,磁 場とともに欠くことの出来な/3:30志 賀(京 大工)
いパラメー9一 の一つとなりつつある。加圧によ 「YMn2系 化合物におけるフラストレー(
って,初 めて出現する超伝導,新 磁気相,新 物質 ションと巨大スピンの揺らぎ」
相等の研究 は,そ れぞれの研究分野において,そ り4:/0竹 村(無 機材研)
の物性発生機構,新 素材の開発に大きく寄与して 「α一Mnの 圧縮率」
いる。本研究会は,鉄 族,ラ ンタナイド,ア クチ り4:35鹿 又(東 北学院大工)
ナイド等遷移金属化合物について,近 年最も注目 「Cu2Sb,Fe,P型Mn化 合物の磁性への
されている研究に焦点をしぼり,我 が国の高圧物 圧力効果」
性の現状を明らかにするため最新の研究報告,高/5:00休 憩(5分)座 長 藤原(広 島大理)
圧物性の可能性,未 来像を明らかにするための総 り5:05金 子(東 北大金研)
合報告で構成 し,実 験 ・理論の両側面から徹底的 「マンがン合金の磁性への圧力効果」
に討論することを目的として,開 かれた。 り5:30太 田(八 戸工大),安 西(慶 大理工)
「Cr化合物の磁性への圧力効果」
2,研 究会経過/6:05黒Eヨ(東 北大金研)
/0月/9日 と20日 の二日間,金 研講堂において 「アレキサンドライトにおける(CrO6)9』
おこなわれ,良 く準備された報告と実験 ・理論の クラスクーの高圧磁気光効果」
両サイドからの活発な討論が,延 べ80名 の出席者/6:30上 村(東 北大教)




〔理 論)座 長 片岡(東 北大金研)一 プログラム 〔20日〕-
/0:05望 月(阪 大基礎エ)〔 超伝導〕 座長 小山(東 北大金研)
「Cu
2Sb型,MnP型 遷移金属砒化物の電9:30毛 利(東 大物性研)
子構造」 「高温超伝導体への圧力効果」
り0:45織 田,新 関(東 北大理),進 藤(岩 手大工)/0:10前 川(名 大工)
「固体沃素の圧力による非金属一金属転 「高温超伝導体の電子状態」
移の電子論」 り0:50休 憩(5分)座 長 菊池(東 北大金研)
//:20休 憩(5分)座 長 片岡(東 北大金研)/0:55吉 田(東 北大金研)
Ml25山 田(岐 阜大教)Pb添 加Bi系 高温超伝導体への圧力効
「Laves型 金属間化合物のバンド構造」 果」
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1G二20栗 栖(岩 手大工),藤 原(広 島大理)性 を遍歴電子モデルの立場から研究 しており,そ
「斜 方 晶 お よ び 正 方 晶 を と るYBa2の 理論研究の現状について,総 合報告を行い,現
(Cu、.。M。)307-,(M=Fe,Co,NIZn)に おけ 在までの電子バンド計算の結果が,ど の様な化合
る超伝導転移温度の圧力依存と結晶形との 物について,ど んな磁性を,ど こまで説明出来る
相関」 かを議論 した。
1仁45昼 休み 第一日目,後 半のセッションは,最 近種々の興味
ある研究が報告されているMnとCrの 化合物の
「ヘビー ・フエルミオン」 磁性への圧力効果に絞って行われた。
座長 笠谷(夷 北大理)志 賀は,立 方晶ラーベス相RMn、(R:希 土類)
/2:30巨 濡(熊 本大教)化 合物の磁性へのスピンの揺らぎと体積効果につ
Ce系 ヘビー ・フェルミオンの物性に及ぼ いて報告した。YMn2は,ネ ール温度で不連続的
す圧力効果」 体積変化を示 し,約4kbarの 加圧で,反 強磁ll生が
/3:00四 方(北 東濡大教育センター)消 失する。Yl-。Sc。Mn2はYMn2よ り体積が小さ
「高圧下における重い電子系の実験」 く,低 温で常磁性状態が安定化され,巨 大なスピ
/3:40倉 本(東 北大工)ン 揺らぎによると思われる性質を示す。特に,電
「重い電子系の理論」 子比熱の係数 γが,γ=150mJ/mol・K2と,い わ
/4:20世 話人 〔まとめ〕 ゆる 「重い電子系」と言われる化合物に匹敵する
り4:40閉 会 大きな値となる。このことを,OKま でのスピン
液体状態が実現する初めての例ではないかと指摘
3.成 果 し,3d金 属磁性研究の新側面を開くものとして
3d一 遷移金属を含む金属間化合物は,多 種多様 注目された。
な磁気相の出現と転移,構 造相転移を示 し,そ れ 竹村は,立 方晶ながら,単 位格子中に58個 の原
らへの圧力効果も大きい。これら転移の解明には,子 を含む α一Mnの 高圧 力下X線 回折からその
3d電 子の状態を正しく把握する動要がある。更 体積弾性率を調べた。それを他の3d,4d金 属の
に,最 近の磁性研究の進展は,合 金,金 属問化合 弾性率と比較検討し,Mnの 磁気モーメントが,
物の磁性が遍歴電子の立場から,ス ピンの揺らぎ 高圧力下で消失していくとして,矛 盾なく理解で
の効果を取り入れることによって統一的に理解さ きることを指摘した。
れることを明らかにした。望月は,一 連の化合物 鹿又は,Cu2Sb型,Fe2P型 結晶構造をもつMn
、 のバンド計算を行い,磁1生,構 造転移を微視的立 化合物の磁性への圧力効果について,最 新の結果
場から統一一的に解明する研究を進めているが,今 を報告 した。Cu,Sb型 構造は,サ イト1,IIに 陽
回は,NiAs型Fe,Co,Niプ ニクタイド,Cu,Sb型 イオン位置が有 り,サ イト1のMnの 磁気 ・モー
プニクタイド,ぺ ロブスカイト型化合物のバンド メントは,サ イトIIの 約半分で,同 一結晶内にバ
計算をおこない,そ れに基き,こ れらの化合物の ンド状態と局在 に近い状態が共存する物質と考え
磁気発生,構 造相転移の機構を論じた。 られる。彼らは,そ の擬二次元化合物で,極 めて
織田らは,/8GPaの 圧力下で起こるヨウ素の非 大きな転移点への圧力効果を見出 した。
金属一金属転移を,バ ンド計算によって調べ,転 金子は,Mn合 金,化 合物の磁性への圧力効果
移の起因は,あ る特定方向の原子間相互作用と圧 の従来の研究結果をまとめた総合報告を行い,今
力によるそれらの距離の急減によることを明らか 後の高圧力下におけるMn合 金,化 合物の磁性研
にした。 究の方向について提言を行った。
ラーベス相金属間化合物AB,(Bl3d元 素)太 田,安 西は,Crの 化合物,特 にカルコゲナイ
は,多 彩な磁性,超 伝導を示す化合物群である。 ド,ブ ニクタイドの磁牲への圧力効果について総
山田は,AにSc～Taや 希土類を含む化合物の磁 合報告を行った。数多くのデータの詳細な分析か
一一9
ら,Cr化 合物の磁性への圧力効果に見られる特Co,Ni,Zn)酸 化物 をよく吟味して作成 し,電 気抵
徴 を分類,整 理し,種々の角度から考察を行った。 抗の測定からTcの 圧力変化を調べた。(/)dTc/
黒 田は,ア レ キサ ン ドラ イ トにお ける(Cr2dPは 全 ての試料で正,(2)dTc/dPは 正方晶試料
06)9一 クラスターの高圧磁気光効果の測定から,の 方が,斜 方晶試料 のそれより四倍大きい。(3)
加圧による結晶場の変化とスピンの性格の変化とdTc/dPは,置 換元素や,常 圧力下の電気抵抗の大
の相関を調べた。静水圧下で,斜 方対称歪みが減 きさに依存 しない等の結果を得ている。結晶的に
少する事に伴い,ス ピンの性格がハイゼンベルグ は,二 つのCuサ イトがあり,そ のどちらにMが
型から,イ ジング型へと変化する事を見出した。 置換されるかがdTc/dPの 大 きさを決定してい
上村は,NiAs型 結晶構造を持つ3d遷 移金属 ると報告 した。
化合物の磁気的,電 気的性質と格子定数との相関 巨海等は,CeCu6,CeCu、lnの 電気抵抗への圧
について,多 くのデータを整理検討した。その結 力効果や熱膨張についての最近の研究結果につい
果,格 子定数cが 大きい「highc」化合物から少さ て報告した。低温で見られる電気抵抗の極大値の
い 「lowc」 化合物への移行が,「 弱い磁性体」か 温度Tmの 圧力変化 を調べ,Yoshimori-Kasai(
ら 「強い磁性体」への移行と密接な関連を持つと の理論に基づき,定 性的に説明出来ることを指摘
言う極めて興味ある指摘を行った。 した。
二日目は,最 近,物 性研究で最も注目を集めて 四方は,重 い電子系の物性への圧力効果につい
いる高温超伝導酸化物と 「重い電子系」化合物へ て,実 験を主として,総 合報告を行い,今 後の問
の圧力効果についての報告が行われた。 題点を指摘した。
毛利は,銅 を基調とする酸化物高温超伝導体の 倉本は,重 い電子系に関する基本的な諸問題が,
常圧力下の物性と関連 して重要と思われる事項を どの程度まで解明されているかを,理 論的側面か
取 り上げ,総 合報告を行った。特に,非 金属一金 ら総合報告を行った。特に,電 子が重くなる原因,
属転移と超伝導,キ ヤリア濃度とTcと の相図,反 擬メタ磁性と反強磁性,大 きなグリュナイゼン定
強磁性・常磁性移行と超伝導,結 晶構造とTcと の 数を含む圧力効果,超伝導出現の原因等に言及 し,
相関と,諸 物性への圧力効果との関係を詳細に,擬 メタ磁性と弱い反強磁性は,/サ イト近藤系で




ついて報告 した。 今回の研究会も,前 回にひきつづき,実 験 ・理r
、
吉田は,Pbを 含むBi系 高温超伝導体のTcの 論の両サイドの研究者による活発な討論がおこな
電流及び圧力依存について報告した。Tcの 圧力 われ,わ が国の高圧物性研究の現状と今後の方向
変化dTc/dPに ついては,こ れまで正,負 両方の づけを明らかにすることが出来,所 期の成果をあ
報告が出されており,高 圧物性研究者の中で最も げることができた。今後,更 に新しい角度からの
議論の多い所である。吉田は,電 気抵抗の変化か 研究会の企画 ・開催をおこなう事にして,散 会 し
ら,オ ン・セツト温度でTcの 定義をする場合,Tcた 。
が試料に流す電流Jの2/3乗 に比例 して変化する 以上の報告の詳細を研究会報告書としてまとめ
事を見出し,J→0に 外挿して,電 流ゼロでのTcま したので,興 味のある方は,金 子022-227-6200








東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 講 堂




会は,こ の様な交流を盛んにする目的で約10年 前15:30透 過一亦外表面電磁波分光法(SEWS)
から笛年行われてきた。本研究会では,多 くの表 による微量物質の分析




究会が年度末に行われたので,多 忙のためにやむ 国森公夫(筑 波大物工)
をえず参加できなかった方々がかなりの数になっ16:/0金 属表面薄膜の2重 変調赤外発光分光法
てしまった。それでも,日 程ぎりぎりの講演数 による測定
多数の参加者を得たことは,表 面研究に対する関 和田山智正,水 関博志,
心の大きさを物語っている。プログラムは,次 の 八田有弔(東 北大工)
通りであった。 懇 親 会
一研究会プログラムー
3月9日 ㈹3月10日(土)
/3:00開 会挨i拶9:40多 光子共鳴イオン化による金属に吸着 し
13:/0SERSに おけるCT効 果 た分子の紫外レーザー刺激脱離機 構の研究
高橋真知子,伊 藤正時(慶 応大理工)間 測一彦,村 田好正(東 大物性研)
13=30ピ リジンスチルベン誘導体のSERSス/0:00Pd,Rh,Pt-Rh単 結晶上のNH.
(ペ クトル 山田太郎,田 中虚一(東 大物性研)
伊藤紘一,峰 尾 泰,/0:20銀 表面に吸着 したCO分 子の低周波数モ
植田佳代子(早 大理工)一 ドの観測
/3:50フ ラビン及びフラビン蛋白質 のSERS難 波孝夫(神 戸大理)
挙動 里井考至(東 北大理)
谷口 功(熊 本大工)/0:40Si表 面上のギ酸の吸着状態
/4:/0修 飾電極表面のその場赤外測定 田中慎一郎,恩 知 勝,
大澤雅俊(東 北大工)西 嶋光昭(京 大理)
/4:30銀 電極表面のSO、 のSERS/1:00-1/:20休 憩
佐々木芳朗(石 巻専/l多大理工)1/:20微 粒子の光吸収:凝 集の効果
イニ科雄一郎(東 北大金研)林 莫至(神 戸大工)
/4:50-/5:/0休 憩 りり:40SPP共 鳴によるAg上TCNQの 可視 吸
15:/0銀 微粒子分散高分子(酢 酸セルロース,収 測定
ナフィオン)膜 を用いるSERS分 光の簡易 井上 猛,八 田有畢(東 北大工)
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/2:00銀 電極上のピリジンのSERSの 観測角度/0日 は,主 として物理系のテーマについて報告
依存性 があった。ます,超 高真空中の表面吸着種の,紫
佐野陽之,桑 原正史,水 谷五郎,外 レーザーによる脱離機構,触 媒反応機構,吸 着
潮田資勝(東 北大通研)状 態についての発表があった(4件)。 続いて,
/2:り5室 温銀蒸着膜上の銅フタ ロシアニンのSERSの 機構の一つとされている表面プラズモン
SERSの 観測角度依存性と絶対散乱断面積 について,銀 微粒子の凝集の効果,吸 着分子の効
桑原正史,佐 野陽之,水 谷五郎,果 による報告があった(2件)。 これと関連 して,
潮田資勝(東 北大通研)金 属表面吸着分子のラマン散乱断面積についての
/2:30一 り4:00昼 食 報告が行われた(2件)。 午後には,電 子工ネルギ
/4:00CaF、 及びLiFの 表面ポラリトン ー損失分光法による,イ オン結晶の表面フォノン
大島忠平(早 大理工)ポ ラリトンの研究および炭化物表面の単原子グラ
相沢 俊(無 機材研)フ ァイト膜の状態についての報告があった(2
/4:/5グ ラファイト単原子膜のフオノン分散 件)。続いて,銀 表面におけるNO分 子の散乱過程(
相沢 俊(無 機材研)に ついての理論的研究の発表があった(り件)。 さ
大島忠平(早 大理工)ら に,ガ ス分子及び吸着分子のラマン散乱断面積
/4:30Ag表 面で散乱されたNO分 子の振動状 の絶対値についての実験的および理論的導出につ
態 いての報告があった(2件)。 最後に,将 来の赤外
笠井秀明,興 地斐男(阪 大工)お よび遠赤外光源としても有望な放射光を用いた
/4:50Ni(///)面 上のニトロベンゼンのラマン 表面赤外分光についの報告があった(1件)。
散乱絶対断面積 このように,ほ とんどの報告は,吸 着種の振動
坂本謙二 近藤由和,水 谷五郎 状態に関するもので,電 子状態に関する報告が少
潮田資勝(東 北大通研)な かった。
15:りON、,0,,COの ラマン散乱絶対断面積の 本研究会では,日 頃顔を合わせる機会が少ない
測定と理論計算 物理系の研究者と化学系の研究者がそれぞれの研
水谷五郎,槻 岡秀朗,究 成果の発表を聞くことにより,今 後の研究にと
潮田資勝(菓 北大通研)っ て多くのヒントを得ることが出来たと信 じてい
/5:30放 射光による表面赤外分光法の現状と将 る。さらに,活 発なディスカッションを通 じて,
来 お互いに大きな刺激を得ることが出来た。
難波孝夫(神 戸大理)従 来わが国の表面科学の研究は,電 子回折等に(
15:50閉 会挨拶 よる構造の研究に重点が置かれており,振 動状態
や,電 子状態の分光学的な研究は諸外国にくらべ
9日 には,主 として化学系の研究テーマについ て立ち遅れていた。表面吸着種の吸着状態の研究
ての報告があった。ます,電 解液中の金属電極表 には,こ のような研究が不可欠であることから,
面における吸着分子(無 機および有機分子)の 挙 物理及び化学系の研究者の相互交流を通じて,本
動について,表 面増強ラマン散乱分光法(SERS)研 究会がわが国の表面科学の発展にいくらかでも
および赤外分光法による解析結果についての報告 寄与できたとするならば所期の目的を達したと言








橋 本 功 二
春季所内講演会が5月24日 ・25日 の2日 間行13=20-13:55コ ンピューターと材料設計
われた。既存の研究室からの発表のほか,新 しく(合 金設計制御工学研究部門)川 添良幸
合金設計制御工学研究部門の担当となった川添良/3:55M4:30固 体表面のレーザー光照射によ
幸教授および客員部門の教官として北海道大学触 るメソスコピック粒子の生成と分解
媒化学研究 センタ ーの栃原 浩助教授 とUniver-(電 子材料物性研究部門)粕 谷厚生
sityofCalifornia,BarkleyのProf.E,R,Weber(休 憩/4:30～ り4:40)
が講演 した。特別講演には,長 倉三郎総合研究大 司会 桜井利夫




演は,文 教政策として日本の学術研究体制がどの 吸着の表面科学的研究(材 料プロセス評
ようにみられているかを始め,興 味深い内容が多 価学研究部門 ・北海道大学触媒化学研究
く大きな反響を呼んだ。浜中教授の講演は,現在,セ ンター)栃 原 浩
材料が医用にどのように使われているかを問題点(休 憩15:50～/6:00)
も含めて紹介するものであって,と ても り時間で 司会 増本 健
は話し尽くせない豊富な内容であった。/6:00～/7:00特 別 講 演
プログラムは以下の通りである。 わが国の学術研究体制における大学付置
研究所
5月24日 ㈱(総 合研究大学院大学学長)長 倉≡郎
司会 小林典男5月25日 ㈹
9:50～10:25ハ イブリッド ・マグネットによ 司会 八木益男
る計測(附 属超伝導材料開発施設)9:30～/0:05材 料試験炉利用施設における研
!中 川康昭,木 戸義勇 究の現状(附 属材料試験炉利用施設)
40:25M/:00タ リウム系銅酸化物超伝導体の ≡頭聰明,四 竃樹男
NMR(核 磁気共鳴)10:05--/0:40モ リブデンの粒界脆性
(低温電子物性学研究部門)後 藤貴行(材 料照射工学研究部門)栗 下裕明
(1木憩//:00～1/:10)(休 憩40:40-一 一AO:50)










(非 平 衡 物 質 工 学 研 究 部 門)票 安 邦 司 会 谷 野 満
13:35～/4:10電 子 顕 微 鏡 に よ る 材 料 の 定 量 評/4:55～15:30金 属 的 反 強 磁 性 体Mn3Siの 結
価 晶 成 長 及 び 磁 性
(不 定 比 化 合 物 物 性 学 研 究 部 門)近 藤 大 輔(放 射 線 金 属 物 理 学 研 究 部 門)富 吉 昇 一
司 会 立 木 昌/5:30～/6:05磁 性 材 料 学 部 門 に お け る 金 属 人
14:/0～14:45TheElectronicPropertiesof工 格 子 の 研 究
GaAsGrownbyMBEatUltra-Low(磁 性 材 料 学 研 究 部 門)藤 森 啓 安
Temperatures(物 質 創 製 学 研 究 部 門 ・ 司 会 福 田 承 生
UniversityofCalifornia,Berkley)/6:05～1ア:05特 別 講 演
Eicke,RWeber医 療 に 用 い られ る 材 料 の 現 状
(休 憩14:45～14:55)(東 京 医禾斗歯 科 大 学 医 用器 材 研 究 所 教 授)
浜 中 人 士
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3図A1-Li-Cu準 結 晶の高 分解 能電子 顕 微鏡像
一14一
人 事 異 動
(1990.4～1990,7)
転 出
氏 名 年 月 日 転 出 先
池 部 学1990.7.り 岩 手 大 学 教 授 工学部
新任及び昇任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
谷 野 満/990.4.4教 授 高純度金属材料学
淡 路 智 刀 助 手 超伝導材料開発施設
票 安 邦 刀 刀 非平衡物質工学
高 杉 隆 幸/990,5,/助 教 授 加工プロセス工学
井 上 明 久1990.5./6教 授 溶解凝固制御工学
小 林 典 男 刀 刀 低温物理学
川 添 良 幸 刀 刀 合金設計制御工学
吉 見 享 祐 り990.6.り 助 手 加工プロセス工学
神 山 博/990.ア.りyy合 金設計制御工学
安 彦 兼 次 刀 助 教 授 高純度金属材料学
一15-一
最近発表 された論文等 リス ト




























































90-017CVD・Sic-Cナ ノ ・コ ン ポ ジ ッ トの 合 成 と 熱 的 王 雨 叢 ・ 佐 々 木 眞 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
性 質 平 井 敏 雄37(1990),267-270
go-018CVD・SiC-C傾 余1機 能 材 料 の 合 成 と 耐 熱 衝 撃 性 佐 々 木 眞 ・ 王 雨 叢 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
大 久 保 昭 ・ 平 井 敏 雄37(1990),271-274
橋 田 俊 之 ・ 高 橋 秀 明
90-Oig化 学 気 相 析 出 法 に よ るSic/C系 傾 斜1機 能 材 料 一lt村 誠 一 ・ 早 田 喜 穂 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
の 合 成 と 評fllfi久 手 幸 徳 ・ 平 井 敏 雄37〈1990),275-282
:佐 々 木 眞
90-020Sic双 結 晶 の 粒 界 構 造 と 強 度 幾 原 雄 一 ・ 富 崎 裕 一 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会





















































































































90-049高 温 超 伝 導 材 料 の 酸 素 欠 損 の 観 察(1)平 賀 賢 二 電 子 顕 微 鏡
高 分 解 能 循 子 顕 微 鏡 で 高 温 超 伝 導 酸 化 物 の24(ユ989),139-140
酸 化 原 子 は 見 え る か?
90-050CVD酸 化 物 超 伝 導 膜 平 井 敏 雄 ・ 山 根 久 典 応 用 物 理
59(1990),134-144
90-051臨 界 磁 場H。 能 登 宏 七 ・ 小 林 典 男 応 用 物 理
渡 辺 和 雄59(ig90),649-650



























































































.気 相 急 冷 非 平 衡 合 金 の 構 造 と 磁 挫 隅 山 兼 治Active,2(1989),149
90-079辞 膜 に お け る 拡 散 中 嶋 英 雄 日 本 金 属 学 会 会 報
29(1990),229-234
22






90-081気 柑 急 冷 法 に よ る 非 平 衡 相 の 形 成 隅 山 兼 治 金 属 学 会 セ ミ ナ ー:非 平
衡 新 材 料 の 理 論 と 技 術
(1989>,49-5S
Thermodynamica正ProperticsandDiffusioll




















































90-094酔 歩 か ら秩 序 が 生 ま れ る 上 羽 牧 夫 ・ 齋 藤 幸 夫 バ ウ ン ダ リー一
一 フ ラ ク タ ル 凝 集 とデ ン ドラ イ ト成 長 一6(1990)
,[2]26-31
9⑪一〇95マ ラ ン ゴ ニ対 流 お よ び 自然 対 流 に よ る 融 液 内 平 田 彰 ・ 橘 正 人 第6回 宇 宙 利 用 シ ン ポ ジ
対 流 現 象 に 関 す る基 礎 的 研 究 西 澤 伸 一 ・ 岡 野 泰 則 ウ ム(1989) ,322-328
福 田 承 生
MeltingandSolidification
90-096石 灰 を 耐 火 物 に 用 い た2,3の 金 属 閻 化 合 物 の 佐 藤 敬 ・ 米 田 保 夫 鋳 物61(1989) ,(
真 空 溶 解 ・鋳 造 岩 邊 洋 史 ・ 金 永 櫻803-807





















90-102ア モ ル フ ァ ス 固 体 材 料 の 構 造 鈴 木 謙 爾 電 気 化 学 お よ び 工 業 物 理
化 学58(1990),
198-202
90-io3気 相 急 冷La-Fe合 金 の 非 平 衡 相 と 磁 性 竹 村 浩 一 ・ 潟 岡 教 行 日 本 金 属 学 会 誌
'隅



















90-108TEMStudyoftheInterfacebetweenSatoK ,,HagegeS.,日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会
Single-andP。ly-CrystalsofSiCKurishitaH ,学 術 論 文 誌
andYoshinagaH.98(1990),231-233
-25一





















































90-125結 晶 の 塑 性 流 動 と 転 位 過 程 角 野 浩 二 鉱 物 学 雑 誌
19(1989),141-148
90-126石 器 の 破 壊 力 学(2)山 田 し ょ う ・ 志 村 宗 昭 旧 石 器 考 古 学
39〈1989),15-30
90-127Fe-30%Cr合 金 の 機 械 的 性 質 に 及 ぼ す 炭 化 物 福 田 正 ・ 形 浦 安 治 口 本 金 属 学 会 誌
お よ び 窒 化 物 の 影 響 音 谷 登 平54〈1990)
,93-100
























90-134高 純 度 鉄 の 分 析 昔 、 今 高 田 九 二 雄 日 本 金 属 学 会 会 報
29(1990),267-268
騨1儒 灘 魏 蓋よるヒ葬ミおよ醐 ウ裏㍑:ll寿 紘紀 熱 誌鰐 縣 報告
桝 本 和 義 ・ 八 木 益 男
IiighMagneticFioldandHighPressure
90-'36灘








正20面 体対梅 を もつ 菱形3U面 俸 原 子ツ フKY-
(Al-Li-Cu準 結 晶 に現 れ る)
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